
























































































　これらの指針やガイドラインの趣旨を踏まえ、本研究開発においては、小学校 3 、 4 年生で
の活動型外国語教育と、小学校 5 、 6 年生での小学校英語教育と、中学校英語教育といった、
従来の 6 ・ 3 ・ 3 制の枠組みにはとらわれない、小学校 6 年間プラス中学校 3 年間の義務教育
9 年間の一貫英語教育カリキュラムを想定した教材の研究開発を行う。そのために、松宮
（2014）が提示した児童生徒の身体的、精神・情緒的、認知的な発達段階や学習段階とカリ
キュラムをリンクさせ、義務教育段階における 4 年（早期英語教育：小学校 1 年生 7 才から 4
年生10才まで）・ 3 年（初等英語教育：小学校 5 年生11才から中学校 1 年生13才まで）・ 2 年




















































　児童生徒の英語に対する好意性についての回答結果を参照すると、小学校 5 、 6 年生の
70.9％が「英語が好き」と回答している。しかし、年次が上がるとともにその比率は減少し、











































コード法による多項選択形式の段階評定（ 5 ．そう思う、 4 ．少しそう思う、 3 ．どちらでも























　その結果、因子分析の妥当性を示す KMO の値は、.942（ 5 年生）、.934（ 6 年生）、.954（小
学校全体）、.916（中学校 1 年生）と十分に高く、また、累積因子寄与率も56.9％（ 5 年生）、
































3 （小学校 5 、 6 年生）、表 4 （ 5 年生）、表 5 （ 6 年生）、表 6 （中学校 1 年生）に示す。


















































* p＜.05, ** p＜.01
表 2　 2群間（小学校 5、 6年生）の有意差の検定結果
― 188 ―
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

































































表 3　小学校全体（ 5， 6年生）の因子分析の結果（アルファ因子法・プロマックス回転後）
― 189 ―
小学校英語教育のクラウド型デジタル教材を開発するためのフレーム・ワークの構築に関する研究
因 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ






























































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ
















































































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ













































































モデルの適合度が高い解析結果を得ることができた（図 2 ）。このモデル図から、小学校 5 、
6 年生では、英語学習志向得点が、英語不安得点を除く他の下位尺度得点と有意なプラスの共
変関係を有していることが確認できた。また、その強さは中程度以上（.44から .70）であるこ










































































表 7　外国語活動で学びたいこと（小学校 5、 6年生）
　次に，中学校 1 年生には、小学校で学んだことが中学校で役に立っていることと、小学校の
外国語活動でやっておけばよかったと思うことを自由記述で回答を求めた。その結果，小学校


































用することにより、現在の 5 、 6 年生のみのカリキュラムから、次期学習指導要領による 3 年
生からの外国語活動をさらに拡大し、小学校 6 年間を系統的につなぐことができる柔軟なカリ
キュラム開発と教材開発を行うことができるようになる。これにより、現行の学習指導要領の
教育目標を実現するための 2 象限（聞く・話す）だけではなく、 4 技能を自在に配列・統合す
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